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社
会
福
祉
法
人
御
薬
園
の
全
事
業
所
で
は
、
毎
年
始

め
に
ご
利
用
者
様
と
職
員

一
緒
で
湯
前
町
の
里
宮
神
社

に
お
参
り
し
て
い
ま
す
。

●
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今
年
も
ど
う
か
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
利

用
者
の
皆
様
は
心
を
こ
め
て
参
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

等

・ 一一

一

桜
の
ユ

「理
合
」

・ヽ
一

信
壕
頼

私
た
ち
は
利
用
者
の
方
、

ご
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族
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皆
様
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信
頼
さ
ね
る

安
全
で
賃
の
高

い
介
護
を

提
供
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た
し
ま
す
。
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利
用
者
の
皆
様
の
人
格
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し
、
常
に
相
手
の
　

まヽ

畳彬江雌一轍力徴麺Ｈう

努
力
し
ま
す
。
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真

た

厳
罐
仄

“

い

環
境
づ
く
り
に

努
力
し
ま
す
。

入
居
者
の
よ
り
良

い
生
活
・

の
た
め
に
、
戯
員

一
人
ひ
．

と
り
が
知
識
と
技
術
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
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12月 24日 |ま クリスマスイブ、朝から利用者様と職員手作り

のクリスマスケーキを作り、会では職員のサンタクロースや

トナカイが賑やかな踊りを披露しました。楽しい催し物の後

に|よ、手作りのク lリ スマスケーキを全員でいただきました。

第 31号/平成 27年 3月 1日 発行

■ ‐1警 =

i琶
曇

彗

二
ξ

¨．．一一一一一
〓

主

婦

■

●
■

，

．一．一一・一・毒
一一一．．一

熙

ｉ
鐘
ザ

」
●
、
一

，
事

，・ヽ
　
　
一

′ギ・ヽ
ｒヽ
　
　
・峰一

場
・

餅
つ
き
会

平
成
昴
年
１２
月
昴
目

年
末

の
恒
例
行

事
で
あ
る
餅

つ
き
を
行

い
ま
し
た
，

今
年

は
、
よ
り
多

く
の
利
用
者

の
方

に
も
参
加
し
て
も

ら
お
う
とヽ
、
屋
内

の
ナ
ー
ス
ス
テ
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シ
ョ
ン
前

で
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、

シ
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ス
テ
イ
や
デ
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サ
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、
グ

ル
ー
プ

ホ
ー

ム
の
利
用
者

の
皆
様
が
大
勢
参
加
さ
れ
ま
し
た
．

元
気
よ
く
餅
を

つ
い
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後

は
女
性
ご
利
用
者

の
皆
様

に
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を
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12月 24日 はクリスマスイブ、朝から利用者様と職員手作り

のクリスマスケーキを作り、会では職員のサンタクロースや

トナカイが賑やかな踊りを披露しました。楽しい催し物の後

には、手作りのクリスマスケーキを全員でいただきました。

第 31号/平成 27年 3月 1日 発行
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新年の恒例行事の一つです。笑顔も素敵で、毎年
のことですが、「皆様、ほんとうにお上手です !」

2月 3日 は節分の日、職員扮する鬼にご利用者
の皆様は大きな声で「鬼は～外 !!」 と、豆を

投げられ、厄を払っておられました。

平
成
２７
年
１
月
１６
日

所
内
研
修
を
兼
ね
た
救
急
講
習
が

桜
の
里
内
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
上
球
磨
消
防
署
東

分
所
救
急
隊
の
署
員
様
に
よ
る
救
命

処
置
等
の
説
明
後
、
救
急
事
故
発
生

時
の
初
動
措
置
か
ら
心
肺
蘇
生
法
を

行
い
な
が
ら
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま

で
の
基
本
的
な
流
れ
を
習
得
す
る
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
私
達
は
い
ざ
と

い
う
時
に
大
切
な
ご
利
用
者
様
の
命

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
高
齢
者

福
祉
に
携
わ
る
職
員
と
し
て
今
後
も

訓
練
を
重
ね
ま
す
。

上
球
磨
消
防
署
救
急
隊
の
皆
様
、

今
回
の
ご
指
導
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

[平成 27年 1月 18日 ]

日本のトップランナーのすごい走りを目の当
たりにして、ご利用者様も職員も一同、驚き
と感激の表情でした。

今年、晴れの成人式を迎えた西町ユニット職員
の永田恵里さんが美しい振袖姿を桜の里に見せ

に来てくれました。ご利用者の皆様も普段とは
違う永田さんの着物姿にとても嬉 しそうにされ
ていました。



第 31号/平成 27年 3月 1日 発行      さ く ら 重 修 (4)

お世話:こなも′ま範 ∫「Ttランテイアの皆様
毎月、様々なボランティア団1/t様が歌や踊り、こ不り用者の皆様とのふれあい活

動などで訪問されています。皆様、大変ありがとうございます !

なお、 1月 からは多良木町の傾聴ボランティアの皆様が毎月第 3火 3麗 日にボラ

ンティアを行つて頂いています。こ利用者の話に耳を傾けて頂きご利用者のス

トレス解消などを通して認知症状の進行予防に役立っています。

石尾先生のピアノ会 傾聴ボランティア (多良木町)

麦の会様
(毎月)

岩野小学校 5年生
(2月 5日本曜日)

こ―る・ぶらなす (水上村)

(1月 29日 木曜日)

歌すきボランティアグループ
(2月 ¬4日 土曜日)



(5) さ く ら 通 信 第31号/平成27年 3月 1日 発行

桜

の
里
利
用
者
家
族
会
様

に
よ

る
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
イ
モ
と
ゴ
テ

チ
ャ
や
矢
車
草
な
ど
花
の
苗
の
定
植

作
業
が
桜
の
里
駐
車
場
中
央
の
畑
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
肌
寒

い
天
気

で
し
た

が
、
子
供
さ
ん
も
連
れ
立

っ
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
参
加
も
あ
り
、
五
月
末
の

収
穫
を
楽
し
み
に
ご
利
用
者
の
皆
様

が
見
守
る
中
、
賑
や
か
に
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
Ｇ

無
事
作
業
を
終
え
た
後
は
利
用
者

ご
家
族
様
と
職
員
で
、
き
れ

い
に

な

っ
た
畑
や
花
壇
を
見
な
が
ら
茶
話

会
を
行
い
ま
し
た
。
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楽纂寿や、隻者がしたを持つて
生i量できるようi=接 藝薫藝ょう

一緒にお茶を飲みながらお年寄りが好きな話題について話

してみましょう。

そのためには、普段からお年寄りがどういう話題が好きな

のか、また、お年寄りの趣味は何か把握してお年寄りが楽 し

めるような雰囲気を作っていきましょう。

食事はなるべ くお年寄 りと塚族が一緒にとるように心が

け、お年寄りが家族の一員であることを実感できるようにし
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今回からきま、「介議をする銅のょ切構えJに

ついてお曇見します。

介議を受ける人の気持事を考えて ● t.

行動しま響ょう

相手の人格を傷つけるような言葉はもちろんのこと、相手

を否定 したり訂正 したりする言葉は使わないようにしま しょ

つ。

使つていけない言葉は、「ダメです。」、「違います。」、「い

けません。」等の言葉です。介護をする時にこれらの言葉を

使つてしまうと、お年寄りは人格を否定されたような気持ち

になつてしまいます。心ない言葉が原因でお年寄りと介護者

との信頼関係に溝ができてしまうこともあるでしょう。

また、介護をする時は介護を受けるお年寄りの自尊心を傷
つけないようにしましょう。介護を受けているお年寄りはと

ても敏感で、心がこもつていない対応をするとすぐに気づい

てしまいます。言葉使いは丁寧に、思いやりの気持ちを持つ

て接するようにしましょう。



第 31号/平成 27年 3月 1日 発行      さ く ら 重 信 (6)
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右田 幸美
桜なみき (パ ー ト)

・tt

平
成
２６
年
Ｈ
月
以
降
に
ス
タ
ッ
フ
の
仲
間
入
り
を

し
た
職
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川原 省吾
桜なみき

尾方 敬子
桜なみき (パ ー ト)

北崎 ゆき

調理 (パ ー ト)

嚇
龍

短

摯囃確

黒川 里子
調理 (パ ー ト)

木下 晴美
デイサービス (パ ート

黒木 雅子
桜なみき

吉田 真理
桜の里 (南町)

右田 真美
短期入所 (パ ー ト)

電議
=

月 ボランティア※ 棚1養議人ホーム桜の里 期情諄秋ホーム桜なみき デイサービス桜の里 グループホーム桜の里 研修会 。その他

3月

慈光保育園(湯前町)

傾聴ボランティア(多良木町)

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ピアノ会(多良木町)

人吉球磨ひな人形見物

桜花見 ドライブ

人吉球磨ひな人形見物

桜花見ドライブ
人吉球磨ひな人形見物

桜花見 ドライブ

人吉球磨ひな人形見物

桜花見 ドライブ

運営推進会議

介護報酬改正説明会(県 )

入社式

4月

ひまわりの会(湯前町)

傾聴ボランティア(多良木町)

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ビアノ会(多良木町)

利用者尿族会総会 運営推進会議 桜花見ドライブ
運営推進会議

消防訓練
新入職員歓迎会

5月

ジ∃イフル野菊(多良木町)

傾聴ボランティア(多良木町)

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ビアプ会(多良木町)

母の日の行事

つつじ花見ドライブ

母の日の行事

つつじ花見ドライブ

母の日の行事

つつじ花見ドライブ

母の日の行事

つつじ花見ドライブ

※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

◎ご家族様へ


